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「農業用水を大切に使い農業濁水を減らす」
～集団的水利用の取り組み強化～

湖東地域振興局農産普及課

【普及活動のねらい・対象】
「集落営農組織を強化し、集団営農体制と用水管理体制を一体化し、水利用を効率化す

る」を目標に、湖東地域みずすまし推進連絡会議を推進母体として「集落一農場的営農体

制に基づく集団的水利用への取り組み」をすすめました。

この集団的水利用の方式とは、営農組織が、より高度な濁水発生防止対策として用水系

統ごとに用水の配水計画をたて、その計画とあわせて耕起・代かき・田植えの作業を圃区

内で順序よく行う組織体制の強化をすすめようとするものです。

【普及活動の成果】
①集落の実態に応じた水利用方法の改善支援

今まで普及組織が各種営農組織の育成で培ってきた組織育成手法を活用して、組織の育

成と併行して水利用の秩序が集落内に定着するように集落に実態に合わせながら取り組み

を進めました。

（一年目）集団的水利用に向けての現状把握と問題点の抽出、および改善方策の検討に

向けた支援

・現状把握 ・問題点の抽出と検討 ・改善方向(集団的水利用体制整備戦略)の検討

（二年目）一年目の体制整備戦略をもとに当面５年を目標とした営農計画の具体化、およ

び集団的水利用に向けた田越しかんがい等の展示圃設置、啓発と計画策定に向けた支援

Ⅰ担い手への集積計画：集落毎の今後の土地利用型農業(特に水稲)の方向性を具体化

Ⅱ土地利用計画：特に農地の利用集積機能の強化

Ⅲ水稲作付計画：水稲の協業化を目指した組織の機能強化とそれに対応した水利用体制

Ⅳ代かき・田植作業計画

②土地改良団体等と連携した地域の水利用計画づくり

集落の実態に応じた水利用方法の改善支援の取り組みを「永源寺ダムの用水対策」と関

連させて、地域単位で用水を有効利用する体制が展開できるように土地改良関係の団体や

行政組織へ提案しました。

図 集落の機能強化

step5 集落の一農場化 効率的用水管理

水系毎の作付け 田越しかんがい

集落営農 step4 営農組織の経営強化 認定農業者 水稲の品種毎に団地化

機能強化 水稲を含めた協業化 営農組織に水管理責任者

step3 特定農業団体の組織強化 水系毎の送水計画と営農

水系毎に団地化

step2 農地の利用調整水利用調整機能の強化 水番の設置

step1 集落による地域保全活動 農地・水の取組 用水管理のルール化

Ⅱ 安全・安心な農産物の提供および環境と調和のとれた農業生産の取り組みの促進


